
1 
 

 

自殺の現状について 

 

 

 

 

１ 全国および東京都との自殺死亡率の比較 

練馬区の自殺死亡率は、全国および東京都と比較すると下回っている傾向が

ある。 

 

 

※自殺死亡率：人口 10 万人当たりの自殺者数 

                出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

全国 19.63 18.57 16.95 16.52 16.18 15.67 16.44 16.44 17.25 17.27

東京都 19.60 18.63 16.58 15.87 16.21 15.47 15.92 16.25 17.22 17.40

練馬区 19.97 15.25 16.55 14.92 15.37 15.29 13.25 16.62 15.17 15.56
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図１ 自殺死亡率の推移（全国・東京都・練馬区）

資料１ 

練 馬 区 健 康 部 

令和７年１月 28 日 

練馬区自殺対策計画〔第２次〕の「第２章 自殺の現状」に令和５年 

統計を加え、時点更新を行った。 
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２ 全国における自殺の現状 

⑴  自殺者数の推移 
全国の自殺者数は年々減少傾向にあったが、男性の自殺者数は令和４年 

以降、２年連続で増加した。女性の自殺者数は令和２年以降、３年連続で

増加し、令和５年に減少に転じたが、高止まりしている。 

 

                 出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

男性 17,219 16,499 14,964 14,660 14,149 13,922 13,914 13,786 14,622 14,725

女性 7,999 7,307 6,739 6,467 6,519 6,052 6,993 7,034 7,101 6,932

全体 25,218 23,806 21,703 21,127 20,668 19,974 20,907 20,820 21,723 21,657
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図２ 全国の男女別自殺者数（人）
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⑵  年代別自殺者数の推移 
男性は、40 代および 50 代の自殺者数が多い傾向にある。女性は、40 代、

50 代および 70 代の自殺者数が多い傾向にある。 

 

 

              出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 不詳

R1 441 1,467 1,861 2,475 2,472 2,010 1,866 1,291 39

R2 466 1,665 1,828 2,437 2,344 1,846 1,893 1,397 38

R3 424 1,679 1,790 2,496 2,455 1,716 1,874 1,320 32

R4 461 1,660 1,767 2,581 2,823 1,843 1,897 1,557 33

R5 431 1,589 1,865 2,639 2,907 1,901 1,904 1,470 19
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図３ 全国の年代別自殺者数（男性）

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 不詳

R1 215 625 637 911 935 852 1,030 839 8

R2 311 832 760 1,094 1,048 929 1,111 900 8

R3 324 901 740 1,052 1,119 895 1,110 891 2

R4 333 805 760 1,051 1,236 895 1,086 929 6

R5 379 916 701 953 1,243 862 983 889 6
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図４ 全国の年代別自殺者数（女性）（人）

（人） 



4 
 

⑶ 小・中・高校生の自殺者数の推移 

小・中・高校生の自殺者数は増加しており、令和４年は過去最多の 514 人

であった。令和５年も 513 人で、高止まりしている。 

 
 

        出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

小学生 18 6 12 11 7 8 14 11 17 13

中学生 99 102 93 108 124 112 146 148 143 153

高校生 213 241 215 238 238 279 339 314 354 347

小中高校生全体 330 349 320 357 369 399 499 473 514 513
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図５ 全国の小・中・高校生の自殺者数
（人） 513 



5 
 

３ 東京都における自殺の現状 

⑴ 自殺者数の推移 

東京都の自殺者数は年々減少傾向にあったが、男性の自殺者数は令和４ 

年以降、２年連続で増加した。女性の自殺者数は令和２年以降、３年連続で

増加し、令和５年に減少に転じたが、高止まりしている。 

 

 

            出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

男性 1,690 1,711 1,445 1,430 1,483 1,406 1,396 1,389 1,465 1,544

女性 897 767 779 717 728 720 806 861 911 864

全体 2,587 2,478 2,224 2,147 2,211 2,126 2,202 2,250 2,376 2,408
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図６ 東京都の男女別自殺者数（人）
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⑵ 年代別自殺者数の推移 

男性は、40 代および 50 代の自殺者数が多い傾向にある。女性は、20 代、

40 代および 50 代の自殺者数が多い傾向にある。 

 

 

 

 出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 不詳

R1 56 178 215 269 264 165 170 86 3

R2 47 225 208 266 239 158 164 88 1

R3 45 204 194 258 285 137 169 96 1

R4 45 187 190 260 336 180 163 103 1

R5 52 231 200 288 310 187 169 107 0
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図７ 東京都の年代別自殺者数（男性）（人）

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 不詳

R1 33 131 98 106 123 73 95 60 1

R2 44 149 102 128 124 100 89 70 0

R3 42 186 107 141 125 91 109 60 0

R4 44 150 131 152 159 91 96 88 0

R5 59 170 114 113 153 83 93 79 0
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図８ 東京都の年代別自殺者数（女性）（人）
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４ 練馬区における自殺の現状 

⑴ 練馬区の人口構成 

 

出典：住民基本台帳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳未満

115,748 人（15.6 ％）

20～29歳

96,432 人（13.0％）

30～39歳

101,001 人（13.6％）

40～49歳

107,355 人（14.5％）

50～59歳

114,477 人（15.4％）

60 ～69歳

77,804 人（10.5％）

70～79歳

67,657 人（9.1％）

80歳以上

61,066 人（8.2％）

図９ 練馬区における人口構成（令和６年１月１日）

総 数 

 

741,540 人 
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⑵ 年齢階級別死因 

20 歳未満、20 代および 30 代の死因の第１位は「自殺」となっている。 

 

 

 

        出典：厚生労働省「人口動態統計」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代 第１位 第２位 第３位

20歳未満 自殺 悪性新生物 心疾患・不慮の事故

20～29歳 自殺 不慮の事故 悪性新生物

30～39歳  　自殺　 ・悪性新生物 ー 肝疾患

40～49歳 悪性新生物    自殺　  ・　　心疾患 ―

50～59歳 悪性新生物 心疾患 自殺

60～69歳 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患

70～79歳 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患

80～89歳 悪性新生物 心疾患 老衰

90歳以上 老衰 心疾患 悪性新生物

表１　年齢階級別死因（令和4年）



9 
 

⑶  自殺者の推移 
令和５年の自殺者数は 115 人で令和４年と比較して横ばいとなっている。

女性の自殺者数は令和元年以降増加傾向にあり、自殺者数の男女差が縮ま

っている。 

 

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

男性 89 74 76 70 85 76 58 75 69 67

女性 53 35 43 38 27 36 40 48 43 48

全体 142 109 119 108 112 112 98 123 112 115
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図10 練馬区の男女別自殺者数（人） 
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⑷  年代別自殺者数の推移 
男性は、40 代および 50 代の自殺者数が多い傾向にある。女性は、20 代、

50 代の自殺者数が多い傾向にあるほか、令和５年の 20 歳未満の自殺者数が

増大している。 

 

 

 

 

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

 

 

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

R1 4 9 11 17 9 9 9 8

R2 2 9 9 12 11 7 6 2

R3 1 12 8 15 22 3 9 5

R4 3 10 8 6 20 10 9 3

R5 1 12 12 12 14 7 6 3
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図11 練馬区の年代別自殺者数（男性）

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

R1 1 11 3 5 6 4 4 2

R2 2 10 3 7 7 3 2 6

R3 1 10 5 11 9 2 7 3

R4 0 9 8 8 11 2 3 2

R5 6 8 4 6 11 5 3 5
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図12 練馬区の年代別自殺者数（女性）

（人） 

（人） 
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⑸  自殺者数の多い集団 
一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター¹（12 ページ参照）が練

馬区の自殺の実態を分析した「地域自殺実態プロファイル」²（12 ページ参

照）によると、５年間（平成 30 年～令和４年）の自殺者数が多い集団の特

徴は以下のとおりである。第２次計画策定時と同様、「男性 40～59 歳の有職

同居」が第１位となっている。 

 

表 地域の主な自殺者の特徴（平成 30 年～令和４年） 

上位５区分 
自殺者数 

５年計 
割合 

自殺 

死亡率※ 

（10万対） 

背景にある主な 

自殺の危機経路※※ 

１位： 

男性40～59歳 

有職同居 

 

51 

 

9.2% 

 

13.0 

配置転換⇒過労 

⇒職場の人間関係の悩み＋仕事の失敗 

⇒うつ状態⇒自殺 

２位： 

男性60歳以上 

無職同居 

 

48 

 

8.6% 

 

28.2 

失業（退職） 

⇒生活苦＋介護の悩み（疲れ）＋身体疾患 

⇒自殺 

３位： 

男性40～59歳 

有職独居 

 

39 

 

7.0% 

 

37.6 

配置転換（昇進／降格含む）⇒ 

過労＋仕事の失敗⇒ 

うつ状態＋アルコール依存⇒自殺 

４位： 

女性40～59歳 

無職同居 

 

38 

 

 

6.8% 

 

17.0 

近隣関係の悩み＋家族間の不和 

⇒うつ病⇒自殺 

５位： 

男性60歳以上 

無職独居 

 

32 

 

5.7% 

 

 

65.1 

失業（退職）＋死別・離別⇒ 

うつ状態⇒ 

将来生活への悲観⇒自殺 

※ 自殺死亡率の算出に用いた人口（母数）は、総務省「令和 2 年度国勢調査」就業状態等基礎集計を基にいのち支え

る自殺対策推進センターが推計したもの。 

※※ 「背景にある主な自殺の危機経路」は、NPO 法人ライフリンク「自殺実態白書 2013」を参考に推定したもの。自 

殺者の特性別にみて代表的と考えられる経路の一例を示している。 

出典：いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル」 
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¹ 一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター 

 都道府県および指定都市が設置し、保健・福祉・医療・労働・教育・警察等関係機関と連

携を図りながら、市町村等に対し適切な助言や情報提供等を行うとともに、地域における自

殺対策関係者等に対し研修等を行うことにより、全ての市町村等において地域の状況に応

じた自殺対策が総合的かつ効率的に推進されることで、誰も自殺に追い込まれることのな

い社会の実現を目指すことを目的とした組織（「地域自殺対策推進センター運営事業実施要

綱」より） 

 

² 地域自殺実態プロファイル 

 いのち支える自殺対策推進センターが全都道府県および全区市町村を対象に作成する、

地域の自殺の実態がわかる資料のこと。地域の自殺者の特徴や、属性（男女、年齢など）別

の自殺者数等が記載されている（いのち支える自殺対策推進センターHPより）。 
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⑹ 原因・動機別自殺者数 

男女とも「健康問題」が最も多く、次いで男性は「経済・生活問題」、「家

庭問題」、女性は「家庭問題」、「交際問題」となっている。 

 

※遺族等から得た自殺を裏付ける資料から明らかに推定できる原因・動機を 3 つまで計上 

              出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

 

⑺ 職業別自殺者数 

男女とも「有職者」が最も多く、次いで「その他の無職者(※)」となって

いる。 

 

※その他の無職者…主婦・失業者、年金・雇用保険等生活者以外のすべての無職者 

 出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

家庭

問題

健康

問題

経済・

生活

問題

勤務

問題

交際

問題

学校

問題
その他 不詳

男性 37 123 50 21 5 11 16 143

女性 37 87 10 7 12 4 8 83

0
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200

図13 練馬区の原因・動機別自殺者数

（令和元年～令和５年）

（人）

有職者
学生・

生徒等

主婦・

主夫
失業者

年金・

雇用保険

等生活者

その他

の無職者
不詳

男性 171 19 0 10 50 82 13

女性 65 18 36 5 38 50 3
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180

図14 練馬区の職業別自殺者数

（令和元年～令和５年）

（人）



14 
 

⑻ 自殺未遂歴の状況 

自殺者全体のうち自殺未遂歴のある人の割合は 18.0％となっている。ま

た、女性の自殺者全体のうち、自殺未遂歴のある人の割合は 26.0％で、 

男性の２倍である。 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

 

 

あり

18.0%

なし

48.2%

不詳

33.8%

図 15 練馬区の自殺者全体における自殺未遂歴の有無 

(令和元年～令和５年合計) 

全体 

あり

13.0%

なし

52.5%

不詳

34.5%
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26.0

%

なし

41.4

%
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32.6

%
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⑼ 手段別自殺者数  

自殺の手段は、「首つり」が最も多く、次いで「飛降り」となっている。 

 

 

 

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

首つり 服毒 練炭等 飛降り 飛込み その他 不詳

手段 322 17 26 93 42 60 0
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図16 練馬区の手段別自殺者数

（令和元年～令和５年）
（人）
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５ 練馬区における自殺の現状からみた課題 

 

 

 

 

 

１ 20 歳未満、20 代および 30 代の死因の第１位は「自殺」 

・ 全国で見ると小・中・高校生の自殺者数は増加しており、令和４年は過 

去最多の 514 人であった。令和５年も 513 人で、高止まりしている。 

  【４ページ 図５】 

・ 20 歳未満、20 代および 30 代の死因の第１位は自殺となっている。 

【８ページ 表１】 

☞ 児童・生徒・学生をはじめとする若年者への支援が必要。                      

 

２ 女性の自殺者数が増加 

・ 女性の自殺者数は令和元年以降増加傾向にある。 

【９ページ 図 10】 

・  令和５年の 20 歳未満の女性の自殺者数が増大した。 
【10 ページ 図 12】 

☞ 女性への支援が必要。 

                             

３ 自殺者数の多い集団の上位は、働き盛りの男性 

・ 「地域の主な自殺者の特徴」の第１位は「男性 40～59 歳の有職同居」、

第３位は「男性 40～59 歳の有職独居」であり、働き盛りの男性が上位を

占めている。 

【11 ページ 表２】 

☞ 働き盛りの男性への支援が必要。 

 

４ 高齢者、生活困窮者、無職者・失業者の支援が必要 

・ 「地域の主な自殺者の特徴」の第２位は「男性 60 歳以上の無職同居」、

第５位は「男性 60 歳以上の無職独居」である。また、背景にある主な自殺

の危機経路の一つとして「失業（退職）」が挙げられている。 

 【11 ページ 表２】 

☞ 高齢者、生活困窮者、無職者・失業者への支援が必要。                          

 

 

練馬区における自殺の現状からみた課題は、第２次計画策定時と同様で

ある。そのため、第２次計画における取組の方向性に変更はない。 
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５ 自殺者全体のうち、18.0％は未遂歴がある 

・ 自殺者全体のうち自殺未遂歴のある人の割合は 18.0％となっている。 

【14 ページ 図 15】 

☞ 自殺の再企図を防ぐために、自殺のリスク要因の解決・軽減が必要。  

 

 


